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Excelと GOALSを利用した受講クラス編成について

杉 村 徹

⚑．はじめに

一般教育科目⽛コンピュータ科学⽜は⚑クラスの履修者を 40 人以内で編成し（受講クラス），

教育用コンピュータ実習室で展開している。対象となる法学部と人文学部の一部（昼間部），二部

（夜間部），および工学部の学生の履修希望者を，27 クラスに振り分ける。ただし，工学部は学科

ごとに対応が異なる。前期（第⚑学期）はガイダンスの期間が終わるまでGOALS でクラス選択

の希望を受け付けて受講許可を出す。その後，許可された学生は G-PLUS! で履修登録を行う。

引き続き訂正と追加を受け付けて前期の履修者が定まる。さらに後期（第⚒学期）は後期のクラ

スについて訂正と追加を受け付け，後期の履修者が定まる。

現在のような形の編成方式になる前は，学生が紙に第⚒希望まで書いたものを手作業で振り分

けて掲示する方式だったが，この場合，学生には選択に関する不満が多く残る。このため，手作

業を自動化する工夫も重ねてきたが，十分とは言えなかった。G-PLUS! での履修登録が始まり，

学習支援システム課から，少人数クラスを編成する他の科目と足並みを合わせるように，GOALS

のアンケート機能を使って希望を収集する提案があった。これを機に，空いているクラスを学生

が自分で確認して希望を出し，訂正もできる柔軟な方法がないかを検討した。その結果，以下に

まとめた方式で対応できるようになった。

この方式は，喩えて言えば，瓶に入れた豆を何度もシャッフルすると隙間が自然に埋まって，

より多くの豆を入れることができるのと似ている。始めたばかりの時はGOALS とのデータのや

り取りが上手くいかずに試行錯誤が必要であったため，方式の変更に柔軟な対応できることと，

手作業の介入を許してもシステムとして機能することを目指した。Excel では処理されたデータ

を目に見える形で確認でき，直接に訂正もできる。Excel の VBAは，Excel 上での手作業をプロ

グラムの処理に置き換えるのに向いている。実際に利用する場合，GOALS は前年の設定が引用

でき，Excel では，いくつかの初期設定を正確に行えば，一定時間の作業配分で，ほぼ自動的に振

り分けることができる。
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⚒．教務日程と受講希望の受付作業

受講クラスの編成作業は，次の年度の学年暦が定まってくる⚑月ころから，学習支援システム

課に受付の日程をメールで確認するところから始まる。前年のコンピュータ科学を思うような時

間帯で選べなかった学生がいるので，⚔月に入って在学生が新入生よりも早くに希望が出せるよ

うにする。また，教務センターには，コンピュータ科学の開講時間帯に対応した履修コードを確

認する。これをもとに受け付けの処理に必要なデータの初期化を行う。⚓月に GOALS のアン

ケート機能の設定を新年度に合わせる。

⚔月に入るとすぐにGOALS での受付を開始する。新入生のネットワーク・ガイダンスが終わ

るころから希望者数のピークが来るので，受付の処理の時間間隔を短めにして対処する。締切を

過ぎたら直ぐに最終の受付の処理を行い，その結果をもとに報告の処理を行う。履修許可者のリ

ストの学生玄関掲示を教務センターに依頼，履修許可者のリストをデータとして学習支援システ

ム課に暗号化してメール添付する。続いて，訂正と追加の受付を開始し，その締切を過ぎたら，

同様に学生玄関掲示とデータを送信する。ただし，データは先に送ったものとの異同を付け加え

る。

⚖月に入ると前期の履修登録者が確定しているので，実際の後期の履修登録者をもとに⚗月か

ら，後期の訂正と追加の受付を開始する。⚙月の締め切りが過ぎたら，前期と同様に学生玄関掲

示と異同を示したデータを送信し，当年度の作業を終了する。

以上のデータのやり取りと操作の関係のおおよそを整理すると，図⚑のようになる。⽛受け付

け発表処理（Excel）⽜と⽛報告書作成処理（Excel）⽜はともに Excel のマクロ有効ブックとして

xlsmファイルになっている。このファイルは，例えば⽛2018 年コンピュータ科学クラス受付⽜と

名付けたフォルダに納める。また，このフォルダには⽛buckup⽜と⽛終了⽜の⚒つのフォルダも

新規作成しておく。実際に処理が始まると作業の継続性が大事になるので，ファイル名の頭部に

日時をつけるようにする。ただし，GOALS からダウンロードされて⽛受け付け発表処理（Excel）⽜

が入力するファイルについては，⽛⚑部一括ダウンロード.csv⽜や⽛⚑部回答結果ダウンロード

.csv⽜のように日付はつけない。これらのファイルは読込の処理を始める前に内容を複写した

バックアップのファイルが作られるが，これには日時が付けられる。その他の処理についても，

処理が行われる前に原則としてバックアップのファイルが⽛buckup⽜フィルダに作成される。

⚓．主なデータとその処理

以下では対象となるデータを処理する関係について説明する（図⚑）。⽛受け付け発表処理

（Excel）⽜から始める。
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3.1．⽛クラス名⽜ワークシート

授業担当者の入った時間割と履修コードがあれば⽛受け付け発表処理（Excel）⽜に設定する⽛ク

ラス名⽜ワークシート（図⚒）を作成できる。最初に行う設定作業になり，また処理の基準とな

る。各項目は

①部………………学内の仕分けではなく，処理のための単位。例年，⚑：⚑部法学部・⚑部人文

学部・建築学科，⚒：⚒部法学部・⚒部人文学部，⚓：電子情報工学科，⚔：社

会環境工学科・生命工学科，である。

②学期……………開講学期。授業以外は⽛⚐⽜学期

③履修コード……教務で決められるコード以外に，処理のために⽛未決定⽜と⽛取り消し⽜に

も分かりやすいコードを与える。教務で決められるコード⚕桁のうち，一般

教育科目では上⚑桁目がゼロであるため，複写などをしているうちに省かれ
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図⚑ 受け付け処理の関連図



て⚔桁になることがある。このためのトラブルを避けるのに，処理を行う場

合は初めから下⚔桁で扱う。

④旧課程…………注意のために設けているが，実際には使用されない。

⑤曜日……………開講曜日

⑥時限……………開講時間帯

⑦教員名…………⽛未決定⽜と⽛取り消し⽜は処理のため。①の境目にもなっている。

⑧入力コード……GOALS のアンケート機能の設問の回答番号に対応させる。⽛未決定⽜は回答

に含まないが，⚐番目として配置

⑨クラス名………②，⑤，⑥，⑦から生成されるので，設定不要。

⑩基準……………受講許可の最大人数。⽛未決定⽜と⽛取り消し⽜は支障が出ないように十分に

大きな数を与えておく。

⑪許可者数………現在の受講許可の学生数を表示。処理結果で増減される。

⑫受け入れ可能人数……⑩から⑪を引いた数

である。

図⚒ ⽛クラス名⽜ワークシート

3.2．⽛部⽜ワークシート

図⚓のデータは⽛部⽜ごとに行われる処理のコントロールに使われる。学生がGOALS で希望

したデータは⽛一括ダウンロード名⽜と⽛回答結果ダウンロード名⽜にあるCSVファイルにダウ

ンロードされる（図⚔と図⚕）。このファイルは履修の可能性があるすべての学生がリストされ

る。このため，⽛部⽜の対象となる学科の総数を⽛対象学科数⽜，その下に各学科の学生番号の上
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⚒桁を⽛対象学科コード⽜に設定して，対象となる学生を識別のために参照する。

図⚓の⽛全クラス数⽜は実際に開講されるクラスの総数を図⚒から設定できる。⽛未決定⽜と⽛取

り消し⽜は除くが，⚐以下の設定は終端を意味する。⽛未決定の履修コード⽜，⽛取り消しの履修コー

ド⽜も決まる。⽛開始行⽜は図⚒の⽛未決定⽜コードのあるセルの行番号である（⚐は終端）。⽛許

可者と受け入れ可能者数合計⽜は SUM関数で容易に表示できる。

対象となる学科以外の学生が勘違いして入力することがある。次回以降の処理に影響しないよ

うに⽛以下は対象外者リスト↓⽜に学生番号と氏名を記録する。その総数は⽛最後対象除外者数⽜

に記録される。

図⚓ ⽛部⽜ワークシート

3.3．ダウンロードCSVファイルと⽛集約⽜ワークシート

⽛部⽜ごとの⚒つのCSVファイル（図⚔と図⚕）は共通する項目と異なる部分があるので，レ

コードごとに突合せる。

図⚔ CSVファイル⽛⚑部一括ダウンロード⽜の例

その後，⽛状況⽜項目のデータが⽛回答済⽜であるレコードから⽛ユーザー ID⽜，⽛学籍番号⽜（学

生番号），⽛氏名⽜，⽛回答日時⽜，⽛No.1（単一選択式）⽜～⽛No.5（単一選択式）⽜の各項目のデータ

を抽出する。
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図⚕ CSVファイル⽛⚑部回答結果ダウンロード⽜の例

抽出した 13 項目を⽛集約⽜ワークシート（図⚖）にあるデータと学生番号で突き合わせを行う。

存在しないユーザならばレコードを追加し，⽛①直前処理結果⽜項目を⽛新規⽜にして，残りの項

目を，⽛クラス名⽜シートをもとに設定する。

存在しているユーザならば，⽛⑧回答/決定日時⽜や回答（⽛⑨ No.1（単一選択式）⽜～⽛⑬＊⽜）

に変化がないかを調べる。変化のないときは⽛①直前処理結果⽜項目を⽛無変化⽜にする。変化

があるときは⽛回答変化⽜⽛時間変化⽜などを設定して，図⚖の変化した項目を書き換える。

図⚖ ⽛集約⽜ワークシート

3.4．⽛希望⽜ワークシート

⽛集約⽜ワークシート（図⚖）の⽛①直前処理結果⽜項目が⽛無変化⽜以外のレコードを⽛希望⽜

ワークシートに複写する。⽛集約⽜，⽛希望⽜，⽛原簿⽜の各シートの項目の構成は共通である。

図⚗ ⽛希望⽜ワークシート

複写がすべて終了した後，⽛⑧回答/決定日時⽜項目をキーとして日時の早い順にレコードを並

べ替える。これによって早く応募した学生が遅い学生より優先される。

履修者の多い法学部と人文学部では，教職課程の単位として⽛コンピュータ科学⽜が必修科目

に指定されていて，⚑～⚒年生の間に単位を取得するように指導されている。このため，これら

の履修者の優先順位も早めるように配慮する。

3.5．⽛原簿⽜ワークシート

⽛希望⽜ワークシート（図⚗）のレコードを先頭から⚑件ずつ，⽛原簿⽜ワークシート（図⚘）
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図⚙ ⽛前期履修済⽜ワークシート

の突合せを行う。⽛原簿⽜ワークシートに登録がなかった場合は⽛①直前処理結果⽜や⽛④履修コー

ド⽜項目を⽛未決定⽜として追加登録を行ってから，⽛希望⽜ワークシートにある希望の履修コー

ドと⽛クラス名⽜ワークシート（図⚒）をもとに，希望するクラスに履修を許可できるかを調べ

る。この結果から，【すでに許可済み】，【満杯不許可】，【許可】，【変更許可】のいずれかに決定さ

れるので，結果を⽛①直前処理結果⽜に書き込む。一方，すでに⽛原簿⽜ワークシートに登録が

あった場合も，同じ処理により，履修を許可できるかを調べて結果を⽛①直前処理結果⽜に書き

込む。

⽛原簿⽜ワークシートを書き換えばかりでなく，【許可】または【変更許可】に決まった時は，

同時に⽛クラス名⽜ワークシート（図⚒）にある⽛⑪許可者数⽜の増減を行なう必要がある。

図⚘ ⽛原簿⽜ワークシート

3.6．その他の処理

後期履修の訂正と追加の受け付を行うとき

は，実際に履修登録をした学生のデータをもと

に，⽛クラス名⽜（図⚒），⽛部⽜（図⚓），⽛原簿⽜

（図⚘）のワークシートを新たに作成する。こ

のほかに，前期に履修した学生が応募できない

ように，前期に履修学生の学生番号リストを作

成して，ダウンロードしたファイルから入力ときに学生番号でチェックをする（図⚙）。

後で処理の過程を追跡するため，また現状把握などに利用するために，処理の区切りにログを

⽛ログ⽜ワークシート出力している。ログは

⽛2017 年 07 月 07 日 18 時 22 分 41 秒：F:¥data2017 コン科受講クラス受付 ¥buckup¥2017 年

07 月 07 日 18 時 21 分 03 秒余席情報.txt を buckup フォルダに出力します。⽜

⽛2017 年 07 月 21 日 19 時 07 分 53 秒：【変更許可：旧 後期月⚔（前田）】＝（希望入力）⚑部 ⚒

期 1120 後期木⚔（水田）期 4317000r 佐藤 英作 2017 年 07 月 21 日 19 時 07 分 45 秒⽜
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のように日時と処理内容を⚑行で表示する。順に空いている行へ追記するだけなので，手書きの

メモを挿入しても影響しない。処理に用いるExcel ブック自体がデータを持つので⽛20○年○月

○日○時受付発表処理 .xlsm⽜のように名前付けてバックアップを取りながら処理することが望

ましい。

⽛原簿⽜ワークシート（図⚘）からGOALS に許可者のリストと履修可能な人数の表示するため

にワークシート⽛許可者リスト区切⽜と⽛GOALSup⽜を使用する。出力は⽛buckup⽜フォルダに

CSVファイルとテキストファイルで出力されるので，手動でGOALS に掲載する。

3.7．報告と掲示

受付や訂正の期限を過ぎると，学生，教員，事務部に結果を報告する必要がある。そのために

⽛20○年○月○日【報告作成処理】.xlsm⽜を使用する。この処理のもとになる⽛20○年○月○日○

時受付発表処理 .xlsm⽜の⽛クラス名⽜，⽛部⽜，⽛原簿⽜の⚓シートは，起動時にフォルダを指定し

て，コマンドでそのまま取り込むことができる。

学生掲示には，ワークシート⽛発表 01⽜～⽛発表 05⽜に⽛部⽜ごとの受講許可者のリストを出力

する。プリンタによってA4用紙⚑枚に表示できる総数が変わることがある。ユーザフォームに

行数を指定できるが，印刷時に縮尺などでも調整できる。

図 10 ⽛発表 01⽜ワークシート

授業の担当教員が事前に受講許可者を把握できるように，メールに添付して送信できる CSV

ファイルをコマンドで⽛buckup⽜フォルダに出力する。形式は開講時間帯に続いて受講者の学生

番号と氏名が並び，最後に受講者人数を表示する。

学習支援システム課には，受講を許可した学生ごとに受講時間帯の，学期，曜日，時限，履修

コード，教員名，学生番号，氏名，備考欄をリストして報告する。新入生ガイダンスが終わるこ

ろが最初の締め切りで，それを終えた後の受付発表処理の結果なので，⽛未決定⽜と⽛取り消し⽜

の学生を除き，学生番号順に並べたものになる。それらは⽛報告⽜ワークシートと⽛20○年○月

○日○時○分○秒【報告】.csv⽜に出力される。実際は後者をメールに添付する。

その後は訂正と追加の受け付けが始まるが，その締め切りの後は，すでに報告した内容を⽛比
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較元報告⽜ワークシートに取り込み，締切後の結果を⽛報告⽜ワークシートに配置してコマンド

を選択すると，両者を突合せて異同を⽛備考欄⽜に記載されたものが⽛訂正報告⽜ワークシート

と⽛20○年○月○日○時○分○秒【報告処理 buckup】訂正報告.csv⽜に出力される。

⚔．処理の操作

⽛クラス名⽜（図⚒）と⽛部⽜（図⚓）のワークシートを設定した後，学生がGOALS に履修を希

望するクラスを入力した結果を，随時⽛20○年○月○日○時受付発表処理.xlsm⽜に入力して，受

講を許可したことを GOALS に表示する。また，学

生の入力の目安になるように，その時点のクラスご

との⽛受け入れ可能人数⽜も表示する。このための

処理の流れの説明は図 11 に，また操作に用いるユー

ザフォームは図 12 にある。

初めて起動する場合は設定したデータが適正であ

ることを確かめるためにも，③から順に処理を進め

るのが良い。各段階で処理前のデータを複写して

⽛buckup⽜フォルダに保存しているので，障害が発

生したときは，⽛ログ⽜を参照し，手動で処理前の状

態に戻すことができる。また，前に起動したときと

異なる環境（フォルダ名のパスが通らない）のとき
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図 11 受け付け発表処理（Excel）の流れ図 図 12 受け付け発表処理のユーザフォーム



は自動的に図 13 が表示されるから⽛①処理対

象のフォルダの指定⽜を改めて行う。

各段階の処理が順調であることを確認したら

⽛②連続処理の開始⽜を使用する。このコマン

ドで入力から許可までを一気に処理する。処理

をしてみた結果，学生入力が無いことがわかる

こともあるので，⽛⑥呈示リスト作成⽜は別に

なっている。

受付の期限が過ぎると，⽛20○年○月○日○時受付発表処理.xlsm⽜を起動して処理した結果を，

⽛【報告書作成処理】.xlsm⽜を起動して，掲示や報告などで外部にデータを配信できるようにする。

このための処理の流れは図 11 にあるように，まず，⽛20○年○月○日○時受付発表処理.xlsm⽜に

ある⽛クラス名⽜⽛部⽜⽛原簿⽜の⚓ワークシートを⽛【報告書作成処理】.xlsm⽜に直接読み込む。

その後の⚓種類の操作に順序は関係しない。
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図 14 報告書作成処理（Excel）の流れ図

図 13 対象フォルダの再指定要請



⽛⑦原簿と比較元報告を比較して訂正報告書

作成⽜は，⽛比較元報告⽜ワークシートにあるデー

タを新たな⽛報告⽜ワークシートにあるデータ

と突き合わせて，前者のデータの備考欄に⽛追

加⽜⽛変更⽜⽛削除⽜の注釈をつける。後期では

手作業になるので注意が必要である。⽛報告⽜

ワークシートにあって⽛比較元報告⽜ワークシー

トにないレコードは，新たに書き込まれて⽛追

加⽜になる。

⽛⑥比較元報告の取り込み⽜は，⽛報告⽜ワー

クシートにあるデータをすべて⽛比較元報告⽜

ワークシートに複写する操作である。繁雑にな

るので図 14 からは省いた。

起動時に対象フィルダを確認したり，処理中

のバックアップをとるのは⽛受付発表処理.xlsm⽜と同様である。

⚕．まとめ

⽛コンピュータ科学⽜では，40 名に達するクラスに希望した場合は，他の空いている時間帯を選

択するように誘導している。したがって，⽛早い者勝ち⽜の原則で受け付けを行っていることにな

る。実際には，最初の受講希望時間帯を訂正する学生も多く，空いたところに他の学生が希望し

てくるので，自然に調整が効いていると言える。また，やむをえない事情のある学生の場合は，

担当教員と関係事務の了解を得たうえで，手動で受講許可を出している。今までの受講クラスの

編成経験から，G-PLUS! の履修登録で受講人数の制限値を設定できれば，受講希望をとる作業は

不要と考えられる。現在のG-PLUS! にはその機能はないので，今後に検討されれば幸いである。

G-PLUS! も年数を経て学内に定着してきた。今まで GOALS は G-PLUS! から独立している形

だったが，今後は G-PLUS! の LMS 機能と意識できるように G-PLUS! の表示を変更することに

なった。受講クラスの編成作業は教育用コンピュータ実習室が開設されたときから行われてき

た。著者は間もなく退職するが，受講クラスの編成には様々な人にお世話になった。すでに退職

した先生，現役の先生方，また学習支援システム課，教務センター，コンピュータ実習室などの

職員の人達に感謝を申し上げたい。
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図 15 報告書作成処理のユーザフォーム
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